今，求められるリーダーシップとは by 瀬領 浩一
金沢大学サテライト・プラザ ミニ講演 
 
日 時 平成１７年９月３日（土） 午後２時～３時３０分 
会 場 金沢大学サテライト・プラザ講義室（金沢市西町教育研修館内） 
 
演 題 「今，求められるリーダーシップとは」 
講 師 瀬領 浩一（金沢大学共同研究センター教授） 
 

































































































































































































































































































































































































































































































































 私がいたＩＢＭ，あの会社も世界一だといわれたのが，今からおよそ 10 年前に破産寸前
までいったのです。それで，40 万人いた社員を２～３年で２０万人切ったのです。その間
に，新しいＩＢＭを作るために 10 万人くらい雇いました。そのときに社長が替わったので
す。その時の社長はコンピューター屋でなくて，ナビスコという食品メーカーにいた人で
 17
す。ですから，面白いことを言ったらしいです。ＩＢＭのコンピューターチップとナビス
コのポテトチップを持ってきて，「このチップとこのチップはどちらもチップだけれども，
会社を存続させるためにはもうかるほうをやれ」と言ったそうです。それくらい価値観の
変化が求められ，世の中のパラダイム，世の中の要請が変わったら，それなりに転換でき
るところは生き返ります。 
 私がそのあとに行ったキヤノン販売という会社も，今から十数年前は大したことはなか
ったのです。ところが，ちょうどそのころキヤノンＵＳＡの社長が日本に戻ってきました。
それで，アメリカ流の経営方針に全部変えました。あの社長の話を聞いて，「これは日本人
か？」と思いました。ＩＢＭで聞いたのと同じようなことを言っているのです。それから，
そのあとに販売会社もおかしくなって，販売会社もアメリカの販売会社の社長が日本に来
て建て直しました。こういう具合に，価値観です。要は，今から 30 年前の日本の上昇気流
のころに培った感性で動いているところが，みんなおかしくなった，それを切り替えた会
社は生き残ってどんどん大きくなっていった，そういう時代です。ということは，30 年も
たったら根本から変わるので，「学び続ける」というのがすごく大事です。一ぺん，頭の中
をリセットするぐらい変えないと，新しい世界には行かないです。 
 それが，今日の話でいきますと，大半は「産業社会」にみんな生きているわけです。で
も，「知恵型社会」が来るのだと。これで，今までの価値観はガラポンです。そういう社会
が地球のある部分ではもう発生し始めています。そういう社会を生きていくということが，
皆さん方にはこれから出てくるのではないかということです。 
 
人材活用術 
 私は，大学院の学生ならびに社会の人たちに対するＭＯＴ（マネジメント技術経営）で
「人材活用術」というコースを担当しています。バーチャライズド・リアリティの世界が
来てどうのこうのといわれたって，私は何をしたらいいのかと，やり方の一つ一つは分か
らないです。それから，「相手の気持ちになって考えろ」といったって，相手の気持ちはど
うやって知ったらいいのか，分からないです。「学び続けろ」といっても，何を学んだらい
いのか，そういうことが分からないと思うのです。そんなことに関して少しでも答えたい
と思い，今，大学で講義しているのですが，今日は，実はこのコースにある「チームワー
クとリーダーシップ」というところをちょっとモディファイしてお話ししました。 
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マインドマップの活用 
 新しい時代で皆さんやろうとすると，やはり道具がいるのです。その道具として面白い
もの，「マインドマップ」はご存じでしょうか。一つの物事を考えるときには，やり方と，
何のためになるのかということと，頭をどう使うか，こういうことを中心に考えます。そ
れに対して，ではその効用を考えるときには，どうやって考えていくのか。そういう具合
に思いつくことを関連させながらマップにしていきます。例えば「幸せというのは何なの
か」など，いろいろなことに関して使っていくと，意外と問題を整理しやすいです。 
 何でこれが整理しやすいかというのは，そのマインドマップの本を書いたおじさんが言
うには，マインドマップの絵の線は，人間の頭の中の脳細胞が記憶する部分とそれをつな
ぐ部分からできていて，その形に似ているから人間生理学的にいいのだと。本当かなと思
うのですが，そういう言い方をしています。 
 それはそれとして，このマインドマップが面白いと思うのは，絵で描けることです。私
はこう思っているのです。人間は，数値で判断する。いいか悪いかというのは数字だと思
います。やるかやらないかは，数値で判断する。そして絵で決心する。やるかやらないか
という決心というのは絵のほうがいいのではないか。それから言葉で伝える。物事をやる
のはこの３点セットではないかと思うのです。常に，何かを判断するときには，まず数値
でつかんで，それを絵に表して決心して，言葉で伝える。そういう具合にやるのがいいの
ではないかと思うのです。リーダーシップの中の一つに，自分の思いを相手に伝えるとい
うことがあります。相手の思いをつかむというのを最初に申しました。これには相手の話
をこの絵に描いてみる。それから，自分の思いを伝えるには，さらに言葉が要ります。 
 これはドラッカーの『製造業を変える四つの概念』ですが，この論文一冊をマインドマ
ップ１枚にできます。私は，先日，講演会を聞きながら，大体Ａ３，１枚でその先生の１
時間半の講義の内容を全部記述しました。「何月何日のこの講演会はこういう話をした」と
いうことが，Ａ３くらいなら１枚の紙に書けるのです。その方法がマインドマップで，連
想法でキーワードを図示していきます。大体，講演に行きますと，最初にどういうことを
やるかというのを言うではないですか。そうすると，その瞬間に四つのことなら四つの記
述ができます。そして，最初にどこかから始まるのですが，それをどんどんどんどん延ば
していくと，どこかでぽっと話が変わるのです。違うテーマに飛んで，こちらの話にいく
という具合にして，講演などいろいろな話は大体こういう紙１枚に書けるのです。これは
道具としていいと思っているので，お使いになってみるのも面白いかと思います。 
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企業の目的はもうけること 
 それから，もっといろいろなことをやっているのですが，「リーダーシップ」とやると，
今，家庭を除けば，社会生活でいちばんいいリーダーシップはやはり会社の社長です。私
はなれませんでしたけれど，社長です。そういう社会で考えると，リーダーシップという
のは，「もうける」というところに焦点を当てた何か，これがリーダーシップの根本にある
と思います。その裏には「何を言ったって，もうからなければだめなのだ」という経済原
則が今，あると思います。 
 この世界で面白いと思っているのは，「もうける」ということを書いたＴＯＣの本があり
ます。これは難しい「もうける」という話ではなくて，生産管理の簡単な話なのです。非
常に簡単な原理で金もうけの原則を書いた本です。ゴールドラットという人が書いた『ザ・
ゴール』という本で，これは面白いです。小説ですから私でも読めました。 
 このへんの話を一生懸命しまして，「これはどうしたらいいのだ」と授業ではやっていま
す。もしもお時間がありましたら，そこに書いてある文献などをご参照ください。 
 
新規事業は新戦略で－弱者の戦略 
 最後に，「新事業は新戦略で」ということです。これは新事業というとおかしいのですが，
「ランチェスターの法則」なのです。「ランチェスターの法則」というのは，アメリカが日
本と戦争をする太平洋戦争のときに，日本を打ち負かすのに使ったということで有名な戦
略です。 
 これを何で持ち出したかというと，これから皆さんはリーダーシップをやっていくうえ
で一つ考えてほしいのは，「強者の戦略」と「弱者の戦略」ということです。強者というの
は，強い人です。総合戦，確率戦，遠隔的戦闘，これはアメリカです。それに対して，ア
メリカも最初，日本を太平洋でやっつけるときは強くなかったので，当初は「弱者の戦略」
を取ったのです。それで局地戦で，ガダルカナルだとかはやりました。それは「弱者の法
則」を使って，徹底的に一点集中型でやったのです。なおかつ，陽動作戦を取って日本を
かくらんしながら，太平洋にある日本の拠点を一つ一つつぶしてアメリカは日本を追いつ
めてきました。もともとは強いのですが，アメリカは一つずつやったのです。 
 「弱者の戦略」のときに，リーダーシップが大切だと思うのです。それで，「新しいこと
は新しい方法で」ということで，新しいことをやるときは，常に局地戦，小さなエリアで，
一つ一つの敵をつぶしていく。できるだけやらなければいけない新しい仕事の近くまで行
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ってつぶす。あまり浮気しないで一つずつやる。これはＴＯＣのほうも「問題は一つずつ
解け」と書いてあります。あれもこれもという目標は絶対，失敗します。そして，陽動作
戦で，やっているふりはしないで，さっさとやる。これが「ランチェスターの法則」です。
これをぜひ，真似していただきたい。きっと，これからリーダーシップを執っていくのは
こういうことです。 
 大学もそうですが，会社の管理者，マネジャーというのは，リーダーではないのです。
権力を持っている人は，総合的にボンボンやる，「強者の戦略」なのです。ですから，今ま
での会社のやり方というのは，管理者型です。ナポレオンを含め，戦争の原理は「強者の
戦略」です。それに対して今，リーダー型というものが出てきています。これは皆さん，
新しくリーダーとして，新しいエリアに入っていくときは，過去の「管理者かくあるべき」
という本を読んで，そのとおりにやると大体みんな失敗します。過去の「管理者かくある
べき」という本は，大体，大企業を研究してああだこうだと書いてあるので，中小企業で
はほぼ全部失敗するということになると思います。それは，やることが全く逆だからなの
です。こういうことを考えて，ぜひ，「弱者の戦略」，これをリーダーとして身につけて，
一つ一つやっていただいたら，何か役に立つのではないかと思いますので，ぜひ，こんな
ことで進んでみられたらいかがかと私は思います。 
 私の話はこれで終わります。何かありましたらぜひ，ご意見をいただければ幸いです。
どうもありがとうございました。 
 
質疑応答 
 
（質問１） ＩＢＭが，中国のハイアールですか，コンピューターのエンジンの部分を売
り払ってしまって，ハードウェアよりもソフトウェアということで，カスタマーズ・リレ
ーションというのでしょうか，それは創始者のワトソンの原点に返ったということでしょ
うか。 
 
（瀬領） はい，多分そうだと思います。それから，ちょうどそれに近いことを私は米国
のＩＢＭでやったのです。消費者用のパソコン事業部の中にゲームソフトとコンシューマ
パソコンがあったのです。それを，今から 20 年くらい前ですか，続けるべきかどうかとい
うことがアメリカでありました。当時，そういう生産をやっているのは日本が強いので，
 21
日本からエンジニアを出せということで，私もそれにコンサルタントとして参加して分か
りました。ＩＢＭがやったら絶対もうかりません。それで，その事業をやめなさいと。少
なくともコンシューマー事業は儲からないとその時の副社長はあきらめました。ああいう
会社はそうなのです。儲からなければ負け，もうかければ勝ちです。 
 
（質問２） どうやったらリーダーになれるかの４番めに，「いかに解くかではなく，何を
解くかを考える」とありました。その「知恵型」となると，人類の社会の知恵というもの
をまだ出していないです。『ニュートンの錬金術』というのがあるのですが，錬金術師が腕
組みをして，「死体が黒くなってしまった，はてどうしようか」と，ここから錬金術は始ま
るのです。仏教でいうと『大智度論』というのがありますが，死んだ者を生き返らせる，
これはルネッサンスなのです。そこまでまだ来ていないですね。いくらビルゲイツなどと
いって，インターネットをもってしても，アウターネットにこなければだめです。 
 
（瀬領） ありがとうございました。私も，聞きながら，西洋文明に行き詰まりがあると
感じました。また，インド哲学でも勉強します。 
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